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つ
た
。
事
大
外
交
に
訓
練
さ
れ
た
朝
鮮
が
こ
０
間
の
機
微
を
見
晩

す
筈
は
な
か
っ
た
。
日
本
０
用
兵
に
よ
っ
て
最
も
甚
大
な
損
害
を

被
っ
た
も
０
は
言
ふ
迄
も
な
く
朝
鮮
で
は
あ
っ
た
ら
う
が
、
叉
よ

く
日
本
用
兵
の
威
武
を
女
員
人
間
に
放
逡
し
て
、
後
来
永
く
女
貫

人
の
心
謄
を
脅
か
し
、
そ
の
己
れ
に
對
す
る
墜
迫
緩
和
に
利
用
し

成
功
し
た
も
の
も
朝
鮮
で
あ
っ
た
。
か
く
見
来
る
と
き
、
我
が
秀

吉
の
牛
島
用
兵
は
對
外
的
に
如
何
に
莫
大
な
影
響
を
輿
へ
た
か
、

同
時
に
東
洋
に
於
け
る
日
本
の
存
在
は
如
何
に
優
然
た
る
も
０
で

あ
っ
た
か
を
了
知
す
る
で
あ
ら
う
と
。

　

清
朝
を
興
し
た
も
の
は
日
本
で
あ
る
、
と
い
ふ
著
者
の
史
論
こ

そ
は
、
か
く
て
、
常
の
所
謂
春
秋
０
筆
法
を
以
て
目
さ
る
可
き
も

０
と
は
巡
に
類
を
異
に
す
る
を
見
る
。

　

而
し
て
最
後
に
著
１
　
は
、
か
ｘ
る
冥
ヵ
裡
０
歴
史
事
象
を
透
観

し
て
、
蓋
し
満
鮮
一
９
　
０
民
族
は
、
わ
れ
ら
日
本
と
は
凡
そ
同
一

系
の
血
縁
で
あ
っ
て
、
言
語
に
も
、
風
俗
に
も
、
将
た
文
化
的
事

象
に
も
、
相
共
通
す
る
も
０
が
あ
り
、
さ
う
い
ふ
内
容
的
の
も
Ｏ

が
、
所
謂
意
識
せ
ざ
る
と
こ
ろ
の
作
用
０
根
底
を
な
す
も
０
で
は

あ
る
ま
い
か
と
結
ん
で
ゐ
る
。
蓋
し
道
破
し
得
て
妙
で
あ
る
。

　

初
め
に
も
言
ふ
が
如
く
、
著
者
の
博
き
史
學
の
中
に
も
、
特
に

清
初
犯
に
於
い
て
そ
の
精
妙
な
る
も
の
が
あ
る
。
営
事
者
た
る
秀

吉
に
も
、
叉
家
康
に
も
、
更
に
其
の
後
三
百
年
の
長
き
、
今
日
に

至
る
ま
で
誰
人
に
よ
っ
て
も
意
識
せ
ら
れ
ざ
り
し
重
大
な
歴
史
事

貢
が
、
著
者
の
史
限
に
侯
っ
て
美
事
に
道
破
せ
ら
る
ｘ
に
到
っ
た

こ
と
を
我
々
は
叙
幅
せ
す
に
居
ら
れ
な
い
。
而
し
て
叉
我
々
の
最

も
大
い
な
る
安
易
さ
を
以
て
本
書
に
就
き
得
る
所
以
の
一
班
は
、

本
書
０
總
論
的
叙
述
が
賞
に
著
者
の
幾
多
精
緻
な
る
研
究
の
上
に

し
て
始
め
て
成
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
が
故
で
あ
る
。

　
　

爾
史
林
第
十
九
巻
第
二
、
三
競
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
浦
廉
一

　

氏
０
「
明
末
清
初
の
１
　
満
関
係
上
に
於
け
る
日
本
の
地
位
」
な

　

る
一
篇
は
多
く
の
黙
に
於
い
て
稽
葉
博
士
の
本
著
と
所
論
を
同

　

じ
く
す
る
も
の
が
あ
る
。
清
初
史
研
究
論
文
中
、
叉
出
色
の
房

　

作
で
あ
り
、
私
は
斯
篇
を
顧
る
０
遅
か
り
し
を
遺
憾
と
す
る
。

　

讃
者
の
併
讃
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
今

　

西

　

春

　

秋
）

原

　
　
　
　

商

　
　
　
　
　
　

小
島
赫
馬
著

　
　
　

昭
和
十
一
年
八
月
。
東
亜
経
済
研
究
二
十
迦
年
記
念
狭

　
　
　

（
二
十
巻
三
胱
）

　

山
口
高
等
商
業
學
校
内
に
東
亜
鯉
済
研
究
會
が
創
立
さ
れ
、
そ
の
機

関
誌
東
亜
経
済
研
究
が
創
刊
さ
れ
む
の
は
大
正
六
年
の
事
で
あ
ゐ
。
同
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誌
は
唇
史
研
究
を
主
と
す
ろ
も
の
で
な
く
、
東
亜
殊
に
支
那
現
代
Ｑ
Ｕ

　

済
事
情
の
研
究
を
目
的
と
す
ろ
も
Ｑ
’
で
あ
る
。
併
し
同
誌
に
載
録
さ
れ

　

ゐ
諭
文
の
總
て
が
東
亜
現
代
の
経
済
事
情
に
闘
す
ろ
も
の
で
は
な
く
。

　

歴
史
開
係
の
論
文
も
少
か
ら
ず
掲
載
さ
れ
、
大
學
を
中
心
と
す
ろ
歴
史

　

’
関
係
の
雑
誌
に
伍
し
て
、
立
派
な
業
績
を
畢
げ
て
来
ｖ
i
.
の
で
あ
ろ
。
去

　

ゐ
八
月
刊
行
の
二
十
週
年
記
念
魏
４
　
見
石
に
従
来
幾
多
の
優
れ
む
論
稿

　

を
以
て
同
誌
を
飾
つ
む
諸
先
生
の
論
文
を
揃
へ
て
堂
々
む
ゐ
内
容
で
も

　

ゐ
。
そ
の
中
特
に
歴
史
開
係
の
も
の
を
挙
げ
ろ
と
、
柳
葉
岩
吉
博
士
の

　

「
満
洲
國
の
治
安
と
匪
賊
の
由
来
」
矢
野
仁
一
博
士
の
「
正
徳
新
例
前
の

　

長
崎
の
支
那
貿
易
と
正
徳
新
例
事
情
」
吉
田
虎
雄
氏
の
「
爾
漢
の
田
租

　

に
就
い
て
」
橋
本
檜
吉
氏
の
「
支
那
古
代
の
祀
稿
に
つ
い
て
に
」
西
山
条

　

久
氏
の
「
古
代
支
那
同
姓
不
婚
の
研
究
」
及
び
こ
ゝ
に
そ
の
内
容
の
紹

　

介
か
試
み
ん
と
す
ろ
小
島
練
馬
博
士
の
「
原
商
」
等
か
お
る
。
紹
介
に

　

入
ろ
に
先
だ
ち
、
同
誌
多
年
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
、
更
に
斯
學
の
た

　

め
将
来
盆
々
奮
闘
ゼ
ら
れ
ん
事
を
希
ふ
次
第
で
あ
ゐ
。

　

本
論
文
の
意
圖
す
る
所
は
、
最
初
に
明
か
に
記
し
て
あ
る
よ
う

に
、
商
の
原
義
を
考
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
の
起
源
を
解
明
せ

ん
と
す
る
に
あ
る
。
先
づ
所
論
の
大
要
を
述
べ
よ
う
。

　

許
惧
の
『
脱
文
解
宇
』
に
、
蕭
行
買
也
、
以
貝
商
省
聾
と
あ
る

が
。
周
代
の
金
文
を
見
る
と
、
履
又
は
変
は
す
ぺ
て
今
日
０
賞
即

ち
賞
賜
の
義
で
、
行
頁
の
意
に
用
ひ
ら
れ
た
も
の
は
な
い
。
又
同

じ
く
『
脱
文
解
宇
』
に
は
商
０
宇
が
あ
る
が
、
そ
の
「
従
外
知
内
」

と
い
ふ
解
が
如
何
に
し
て
殺
生
す
る
０
か
了
解
に
苦
し
む
所
で
あ

り
、
又
章
を
以
て
商
を
解
し
、
商
を
度
と
解
す
る
脱
は
、
所
謂
商

の
特
徴
た
る
「
通
四
方
之
物
」
と
い
ふ
鮎
を
捉
へ
た
言
葉
で
は
な

い
。

　

甲
骨
文
や
金
文
や
『
詩
』
『
書
』
等
に
見
え
る
商
の
字
は
地
名
又

は
國
銃
と
し
て
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
之
が
商
の
字
の
用
例
と
し
て

最
も
古
い
も
ｏ
で
、
た
ま
く
金
文
に
賞
の
個
借
と
し
て
用
ひ
ら

れ
て
ゐ
る
の
を
除
く
外
、
甲
骨
文
、
金
文
を
通
じ
て
商
は
地
名
又

は
國
琥
以
外
に
は
用
ひ
ヽ
ら
れ
て
ゐ
な
い
、
と
博
士
は
商
の
原
義
は

商
業
と
は
無
開
係
で
。
必
ず
殷
商
の
商
た
る
べ
き
事
を
文
字
學
上

よ
り
考
誼
さ
れ
、
次
に
こ
の
商
ｏ
遺
民
帥
ち
商
人
と
商
業
と
の
開

係
に
論
を
進
め
る
。

　

周
の
時
代
に
な
っ
て
、
殷
の
後
た
る
宋
を
商
と
孵
し
、
宋
人
を

商
人
と
稀
し
た
。
尤
も
殷
ｏ
遺
民
は
周
の
征
服
後
す
べ
て
宋
國
に

ｏ
み
局
限
さ
れ
た
も
ｏ
で
は
な
い
。
勿
論
其
大
多
数
は
宗
國
宋
に

定
住
し
た
の
で
あ
ら
う
が
、
同
時
に
他
ｏ
諸
侯
の
國
に
居
た
も
ｏ

も
少
く
な
か
っ
た
。
之
等
諸
侯
の
國
に
散
在
せ
る
殷
ｏ
遺
民
を
も

支
配
的
地
位
に
居
る
周
人
か
ら
亘
別
し
て
、
商
人
と
呼
び
習
は
し

た
で
あ
ら
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
商
人
即
ち
殷
の
遺
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民
０
中
か
ら
、
所
謂
行
商
が
殺
生
し
た
の
で
あ
る
。
（
こ
れ
博
士

の
茲
に
言
は
ん
と
す
る
眼
目
で
あ
る
）
『
左
傅
』
昭
公
十
六
年
に
鄭

０
商
人
に
開
す
る
次
の
一
節
が
あ
る
。

　

宣
子
有
祖
、
其
一
弗
鄭
商
‘
、
宣
子
謁
政
鄭
伯
・
、
子
産
不
輿
、

　

…
…
…
韓
子
買
・
諸
買
人
‘
、
既
成
賢
矣
、
商
人
曰
、
必
貴
君
大

　

夫
‘
、
韓
子
請
治
子
産
一
曰
、
日
起
請
英
環
・
、
執
政
弗
ｋ
、
弗
一
一

　

敢
復
�
、
今
買
瞎
商
人
・
、
商
人
曰
、
必
以
聞
、
敢
以
折
詰
、

　

子
産
對
曰
、
昔
我
先
君
桓
公
輿
画
人
會
出
・
於
周
一
、
庸
次
比
桐
、

　

以
蓼
殺
此
捗
、
斬
乏
蓬
背
蓉
蓼
、
而
共
處
乏
、
世
有
一
盟
誓
、

　

以
相
信
也
、
曰
爾
然
我
坂
、
我
無
・
強
肩
、
母
一
或
司
奪
‘
、
爾

　

有
一
利
市
賓
肺
、
我
勿
奥
知
‘
、
侍
ｋ
質
９
　
、
故
能
相
保
、
以

　

芋
于
今
・
、
今
吾
子
以
’
好
来
辱
、
而
謂
蔽
邑
強
旅
商
人
・
、
是

　

教
’
敞
邑
背
加
畏
也
、
辞
乃
不
可
・
乎
、

　

こ
Ｘ
Ｏ
文
意
か
ら
推
し
て
、
そ
の
周
よ
り
鄭
に
来
た
と
い
ふ
商

人
が
こ
Ｉ
〇
商
買
を
指
す
も
０
と
は
受
取
れ
な
い
。
恐
ら
く
商
人

の
族
と
解
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
同
じ
く
『
左
傅
』
０
傅
公
三

十
三
年
の
下
に
は
鄭
の
商
人
弦
高
０
事
を
記
し
て
、

　

秦
師
過
周
北
門
、
…
…
及
滑
、
鄭
商
人
弦
高
、
将
市
於
周
、
過

　

之
、
以
乗
章
先
牛
十
二
稿
師
、

と
あ
る
。
こ
れ
桓
公
以
来
盟
誓
あ
り
と
言
は
れ
て
ゐ
る
鄭
の
商
人

０
一
族
に
相
違
な
い
。
叉
『
荘
子
』
を
見
る
と
、

　

宋
人
資
章
甫
而
適
諸
越
、
越
人
断
髪
文
身
無
所
用
之
（
逍
遜
啓

と
い
ふ
一
節
あ
や
、
こ
れ
は
勿
論
寓
言
な
る
も
、
こ
の
寓
言
も
殷

の
遺
民
が
行
商
を
鴛
す
と
い
ふ
一
般
の
習
俗
に
本
づ
い
て
出
来
た

比
喩
で
あ
る
。
又
『
詩
』
０
衛
風
に
次
の
如
き
詩
が
載
っ
て
ゐ
る
。

　

峨
之
蛍
々
、
抑
夕
貿
絲
、
肝
・
来
貿
・
絲
、
朱
印
我
謀
、
洋
子

　

渉
誕
、
孝
于
頓
兵
、
匪
叙
祈
尹
期
、
子
無
良
媒
‘
、
将
子
無
私
、

　

秋
以
篤
’
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
眠
）

　

之
を
見
る
と
衛
の
國
で
は
養
鬘
期
に
商
買
が
各
戸
に
就
い
て
絲

を
買
っ
て
廻
っ
て
ゐ
る
習
俗
が
想
見
さ
れ
る
が
、
こ
ｘ
に
謂
ふ
所

の
峨
と
は
、
本
来
「
亡
民
」
０
意
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
即
ち
國
を

亡
く
し
た
前
朝
の
遺
民
０
意
で
あ
っ
て
、
『
詩
』
の
場
合
は
殷
０
遺

民
印
ち
商
人
を
指
す
も
の
と
思
ふ
。
か
く
て
博
士
は
「
以
上
の
散

例
か
ら
見
て
殷
０
遺
民
印
ち
商
人
が
支
那
に
於
け
る
行
商
の
元
阻

で
あ
り
。
少
く
と
も
そ
の
代
表
的
０
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
見

出
来
る
０
で
は
あ
る
奎
い
か
。
想
ふ
に
彼
等
は
周
代
経
済
状
態
の

腱
化
に
伴
ひ
、
且
は
彼
等
０
獣
會
上
に
於
け
る
特
殊
の
地
位
を
利

用
し
て
、
行
商
を
業
と
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
、
そ
の
行
商
人
を

ば
最
初
其
國
籍
に
よ
っ
て
商
人
の
名
を
以
て
呼
ん
で
ゐ
た
も
の
が

途
に
商
人
と
い
へ
ぼ
行
商
人
を
意
味
す
る
こ
と
Ｘ
な
わ
ｙ
、
更
に
そ
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れ
が
韓
』
て
行
商
と
坐
買
と
を
問
は
ず
す
べ
て
交
換
の
媒
介
を
篤

す
も
の
を
呼
ぶ
名
稀
と
’
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
尤
も
交
換

媒
介
０
業
は
必
ず
し
も
周
代
に
始
ま
っ
た
も
０
で
も
あ
る
ま
い
。

ま
た
行
商
人
が
狽
り
殷
の
遺
民
に
限
っ
た
の
で
も
あ
る
ま
い
が
、

殷
０
遺
民
０
行
商
が
行
商
と
し
て
営
時
代
表
的
の
も
の
で
あ
り
、

交
換
媒
介
の
業
は
行
商
に
よ
っ
て
始
め
て
顕
著
と
な
っ
た
寫
め
に

商
の
名
が
逞
に
支
配
的
の
も
の
と
な
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
」
と

商
人
と
商
業
と
の
開
係
を
明
瞭
に
さ
れ
、
最
後
に
春
秋
か
ら
戦
國

に
至
る
商
業
の
登
達
期
に
於
い
て
、
一
般
人
よ
り
は
優
っ
た
智
能

を
有
し
、
土
地
に
結
び
っ
け
ら
れ
る
こ
と
の
最
も
少
く
、
且
時
と

し
て
は
征
服
者
か
ら
農
業
生
産
手
段
を
奪
は
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

で
あ
ら
う
所
０
殷
の
遺
民
就
中
諸
侯
の
國
に
散
在
し
て
ゐ
た
遺
民

ど
も
が
西
欧
中
世
に
於
け
る
放
浪
０
楢
太
人
の
如
き
役
割
を
つ
と

め
て
、
営
時
０
商
業
の
甕
達
に
貢
献
す
る
所
が
あ
っ
た
と
す
る
な

ら
ぱ
、
そ
れ
は
甚
だ
興
味
あ
る
経
済
史
上
の
一
事
賞
で
あ
る
と
言

は
ね
ぼ
な
ら
ぬ
と
結
ば
れ
て
ゐ
る
。

　

以
上
は
博
士
所
論
の
梗
概
を
叙
し
た
も
０
で
あ
る
が
、
近
刊
の

燕
京
學
報
第
十
九
期
所
載
の
陳
夢
家
氏
０
『
古
文
字
中
之
商
周
祭

祀
』
を
讃
む
に
、
そ
の
緒
論
に
於
て
商
周
民
族
の
異
同
に
関
す
る

徐
仲
舒
氏
の
説
を
批
判
し
て
ゐ
る
。
徐
仲
舒
氏
の
誕
と
い
ふ
０
は

清
華
學
校
刊
國
學
論
叢
一
巻
一
読
（
民
國
十
六
年
六
月
）
所
載
０
『
従

古
書
中
推
測
之
殷
周
民
族
』
で
、
ぞ
の
箆
く
所
は

　

周
公
遷
殷
民
於
成
周
、
成
周
居
四
方
之
中
、
可
耕
之
土
田
少
、

　

叉
衝
迫
於
異
族
之
下
、
力
耕
不
足
資
生
存
、
故
多
樽
而
貨
商
頁
、

　

商
買
之
名
、
疑
印
由
殷
民
而
起
、

と
言
ひ
て
、
先
き
に
引
用
せ
し
左
傅
昭
公
十
六
年
の
鄭
の
子
産
の

言
を
引
き
「
此
商
人
若
貨
商
頁
而
非
殷
人
之
後
、
則
左
傅
此
言
、

帥
不
可
通
、
云
々
」
と
述
べ
て
を
り
、
そ
０
誕
殆
ん
ど
上
述
博
士
所

誕
の
一
部
と
合
致
す
る
も
の
・
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
す
る
陳
夢
家
氏

批
判
の
１
　
文
を
畢
げ
よ
う
。

　

商
事
之
起
、
貨
一
切
民
族
生
活
上
自
然
之
変
展
、
不
必
創
始
于

　

某
一
民
族
、
此
楢
漁
牧
耕
作
行
于
世
界
各
族
也
。
金
文
商
字
銀

　

作
賞
、
易
字
暇
作
錫
賜
、
故
「
商
」
「
易
」
即
「
賞
」
「
賜
」
。
商

　

業
交
易
之
商
、
蓋
銀
貨
賞
字
、
原
始
物
物
交
１
　
、
皆
以
賓
物
互

　

換
、
其
事
類
于
互
賞
互
賜
ご

　

商
事
之
起
、
或
者
変
生
于
殷
周
之
際
、
若
必
持
商
人
貨
商
之
誕

　

未
免
望
文
生
義
矣
。

印
ち
物
々
交
換
の
事
が
互
に
賞
賜
し
合
ふ
こ
と
ｘ
も
見
ら
れ
る
と

い
ふ
そ
の
事
の
類
似
か
ら
、
物
々
交
換
を
も
賞
と
稲
し
た
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
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さ
て
最
後
に
こ
れ
等
ｏ
所
詮
を
讃
ん
で
私
の
思
ふ
所
を
述
べ
て

見
よ
う
。
商
ｏ
原
義
に
開
す
る
博
±
０
詮
に
従
ふ
な
ら
ば
、
そ
こ

に
は
倚
行
頁
と
し
て
の
商
が
成
立
す
る
以
前
ｏ
物
々
交
換
は
何
と

呼
ば
れ
て
ゐ
た
か
と
い
ふ
問
題
を
残
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か

か
と
思
ふ
。
行
頁
が
物
々
交
換
を
合
理
化
す
る
篤
め
に
、
貨
幣
の

殺
生
と
共
に
物
々
交
換
か
ら
殺
展
し
た
も
ｏ
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
そ
の
間
に
は
言
語
上
に
も
何
等
か
の
開
係
が
あ
つ
た
か
も
知

れ
な
い
。
か
く
て
陳
夢
家
氏
０
如
く
物
々
交
換
を
賞
と
搦
し
た
と

す
る
詮
も
亦
棄
て
難
い
。
さ
れ
ば
、
初
め
物
々
交
換
を
賞
と
稀
す

る
事
あ
り
、
行
商
が
起
る
に
及
ん
で
之
を
も
賞
と
稀
し
た
が
、
之

を
埓
す
も
の
は
主
と
し
て
商
人
と
稲
せ
ら
れ
し
殷
の
亡
民
で
あ
り

な
ほ
商
は
金
文
に
於
て
賞
の
瑕
借
と
し
て
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
よ
う

に
、
其
の
音
同
じ
き
を
以
て
、
後
商
が
行
は
れ
、
賞
は
慶
せ
ら
れ

た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
こ
の
論
い
さ
ｘ
か
二
元
論
的
不
明

快
さ
あ
る
を
免
れ
な
い
が
、
か
く
見
る
な
ら
ぱ
金
文
に
見
え
る
資

０
如
き
は
賞
・
商
０
中
間
的
な
も
０
と
し
て
恟
示
唆
に
富
む
も
Ｏ

と
言
へ
よ
う
か
と
思
ふ
。

　

こ
の
商
ｏ
原
義
論
を
暫
く
措
く
な
ら
ぼ
、
商
人
行
商
な
る
歴
史

的
事
賓
に
開
す
る
陣
±
０
所
詮
は
誠
に
卓
論
と
扨
す
べ
く
、
敬
服

に
耐
へ
ぬ
所
で
あ
る
。
更
に
ま
た
其
の
思
惟
０
仕
方
に
於
い
て
後

學
の
學
ぶ
べ
き
も
０
多
き
を
思
ふ
の
で
あ
る
。
肯
陳
夢
家
氏
の
前

掲
論
文
は
卜
僻
・
金
文
中
の
商
周
の
祭
祀
に
就
い
て
精
細
に
研
究

せ
る
六
十
五
頁
に
わ
た
る
力
作
で
あ
る
。
併
せ
て
同
好
の
士
に
一

蹟
を
お
薦
め
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
大

　

島

　

利

　

こ

　

遼

　

海

　

叢

　

書

　
　
　
　
　
　
　

金

　
　

駿

　
　

敲
編

　
　
　
　

自
昭
和
九
年
八
月
至
十
一
年
三
月
、
遼
海
１
　
祀
編
纂
、
大
連

　
　
　
　

右
文
閣
竟
夏
十
集
一
百
冊
。

　

静
庵
金
紋
袱
氏
編
む
所
の
遼
海
叢
書
は
一
昨
秋
第
一
集
を
出
し

て
よ
り
以
来
、
刊
行
の
業
日
を
逐
う
て
進
み
今
春
第
十
集
を
出
し

て
完
結
を
告
げ
た
。
毎
集
十
冊
、
共
に
一
百
冊
、
牧
録
す
る
所
は

変
に
八
十
三
種
０
多
き
に
上
っ
て
ゐ
る
。
我
が
國
に
在
っ
て
満
蒙

に
開
す
る
訪
古
０
史
料
を
蒐
め
た
も
０
と
し
て
は
さ
き
に
内
藤
湖

南
博
士
の
浦
蒙
叢
書
が
登
刊
せ
ら
れ
た
が
、
事
業
牛
ぼ
に
し
て
中

止
せ
ら
れ
、
途
に
そ
の
完
成
を
見
る
に
至
ら
す
、
學
徒
の
ひ
と
し

く
憾
み
と
す
る
所
と
な
っ
て
ゐ
た
。
該
叢
書
０
上
梓
は
変
に
我
が

國
に
於
て
中
絶
し
て
ゐ
た
痛
蒙
叢
書
の
刊
行
が
、
友
邦
０
學
者
の

手
に
よ
っ
て
ひ
き
っ
が
れ
た
も
の
と
も
考
へ
ら
れ
て
欣
び
に
堪
へ

な
い
玖
第
で
あ
る
。
こ
の
叢
書
編
纂
０
方
針
を
述
べ
て
金
氏
は
、

凡
そ
一
地
方
の
叢
書
を
刻
す
る
に
は
必
ず
一
地
方
を
以
て
範
園
と

埓
す
０
が
定
例
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
吾
が
遼
海
叢
書
に
在
っ
て
は

則
ち
然
ら
や
、
専
著
（
遼
海
先
正
の
著
述
）
、
雑
志
（
作
者
は
遼
海
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